
 

 

実践事例５ （５年生） 

 

 

 

 

・面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方について、面積か匹数をそろえて比べる方法を考える。                             

（数学的な考え方） 

 ・面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方について、公倍数や単位量当たりの大きさなどを用い

て問題解決しようとする。                                                                                               （算数への関心・意欲・態度） 

 

 

過

程 
学習活動 

教師の働き掛け（○）  評価（◆） 

※授業のポイントとなる発問は、ゴシックで表示 Ｔ：教師 Ｃ：児童 

つ

か
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１．いろいろな場所とそこにいる人の絵や 

写真を見て、「混み具合」について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（プロローグが終わって） 

 

 

２．本時の学習問題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習のプロローグとして、二択形式のクイ

ズを行い、混み具合について理解する場面を設定

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立てⅠ】 

必要な情報を考えさせる活動 

Ｔ：それでは、今日の問題です。問題を読んでみま

しょう（児童が問題を読む）。さっき、２つの

ものを比べましたよね。今回は？ 

Ｃ：３つの。 

Ｔ：３つの何を比べるの？ 

Ｃ：３つのうさぎ小屋の混んでいる順番。 

Ｔ：混んでいる順番を決める。分かっていることは

何でしょう。今日は、文章がないんです。絵か

ら分かることは何でしょう。 

Ｃ：ぼくは、Ａの小屋に９匹うさぎがいることだと

思います。どうですか？ 

【問題】 

上のＡ・Ｂ・Ｃのうさぎ小屋の混んでい

る順番を調べましょう。 

授業の実際 実践事例５（５年生） 「単位量あたりの大きさ」 （第１時／全７時間） 

本時の目標 

授業の様子 

【指導のポイント】 

本時の学習は、混み具合について考える学習である。
しかし、児童によっては、混み具合についての概念が
不十分な場合がある。混み具合を考える前に、どうい
う時が混んでいると言えるのか確認を行い、「均して考
える」という前提条件を理解させることが必要である。
本時の導入では、プール開き・全校朝会の場面など児
童の日常場面と関連付けて提示することにより、児童
が問題に進んで関わろうとする場面を設定して混み具
合について確認した。 
また、本時の学習に入る前に、実際にマットの上に

立ってみて混み具合を感じさせるような場面設定をす
ることも有効である。 

(カ)だと思います。理由は、
面積が同じなのに、人数が
多いからです。 

 

（オ）の大プールと（カ）の小プー
ルはどちらが混んでいるかな。 

 

次の写真は… 

評価…：Ａ…「十分満足できる」状況、Ｂ…「おおむね満足できる」状況 

●…「努力を要する」状況 (Ｃ)と判断した児童への指導 
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提示した面積と匹数の表 

 面積（㎡） うさぎの数（匹） 

Ａ ６ ９ 

Ｂ ６ ８ 

Ｃ ５ ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：いいと思います。 

Ｔ：○○さんは、絵のうさぎの数を数えているね。

ということは、ＡとＢとＣの何が分かっている

ということ？ 

Ｃ：うさぎの数。 

Ｔ：うさぎの匹数が分かったので、もう混み具合に

ついて調べることができますよね。 

Ｃ：面積が分からないと…（多くの児童が反応して

いる）。 

Ｔ：面積が何ですか？ 

Ｃ：面積が分からない。 

Ｔ：面積が分かったら比べられる？ 

Ｃ：うん。 

Ｔ：本当に？絶対？（児童がうなずく）絶対？じゃ

あ、知りたいでしょ。教えてあげるね。じゃあ

よく見ておいてくださいよ（表の提示）。 

  いっぺんに比べるということは大変なので、２

つずつ比べていきましょう。この中で比べられ

そうなのはあるかな。 

Ｃ：（多くの児童が）ＢとＣ。 

Ｔ：なぜ？理由が説明できる人？（児童は、ＢとＣ

の混み具合を比べることができることは分か

っていたが、その理由の説明には自信をもてず

にいた） 

  では、ペアタイム。１分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＡとＢ、ＢとＣの混み具合を確認した後） 

Ｔ：では、ＡとＣを比べてください。すぐ比べられ

る？（児童は悩んでいる様子） 

  どうしてみんな悩んでいるの？ 

Ｃ：あっ同じがない（多くの児童が発言していた）。 

面積と匹数を提示 

【手立てⅠ】  

必要な情報を考えさせる活動  

本時の学習では、不完全な問題を提示

し、まずは「絵から分かることは何です

か」と発問することで、分かっているう

さぎの匹数について整理した。 

その後、「うさぎの匹数が分かったの

で、混み具合について調べることができ

ますよね」と、あえて断定的に児童に発

問することによって、児童に問題解決す

るために必要な情報が他にないか考えさ

せる場面を設定した。 

さらに「ではＡとＣを比べてください」

「どうして悩んでいるの？」と発問する

ことによって、どうして問題解決が簡単

にできないのかを考えさせ、問題解決に

必要な情報を再度考えさせた。そうする

ことで、本時のめあてになる言葉を児童

から引き出すことができた。 

【指導のポイント】 

 プロローグを振り返りながら、面積がそろって
いるＡとＢ、うさぎの数がそろっているＢとＣは、
混み具合が比べられる事を確認させる。そうする
ことで、面積とうさぎの数の両方が違う場合の比
べ方を考えるという本時のめあてを明確に捉えさ
せることができる。 
 また、ＡとＢ、ＢとＣは、どちらが混んでいる
かが分かっている児童だけに発言を求めるのでは
なく、適宜ペアでの話合いを取り入れて、どちら
が混んでいるのか自分の考えを伝え合わせた。 
 話し合う目的を明確にすることで、ペアでの話
合い活動を充実させることができる。 
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３．見通しを立てる。 

 

 

４．自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学び合いをする。 

・自由交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：では、どういうめあてが立つ？ 

 

○プロローグの事を想起させ、具体的に見通しをも

たせるようにした。 

 

【手立てⅡ】 

図や式や言葉を関連付けて考えを表現させる活動 

 

 

 

 

 

 

 

○自由交流では、席を離れ自分の考えを説明させる

活動を取り入れた。 

【Ａ児とＢ児の学習の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積とひき数どちらも異なるときのこみ具合の比べ方を考えよう 

・１匹の面積で比べることができる。そのため
に、わり算を使うとよい。 

・１㎡の匹数で比べることができる。 

【実際に出てきた児童の考え】 

１㎡の匹数で比べる考え 

Ａ：９÷６＝1.5 

Ｃ：８÷５＝1.6 

 答え Ｃが混んでいる 

１匹あたりの面積で比べる考え 

Ａ：６÷９＝0.666… 

Ｃ：５÷８＝0.625 

 答え Ｃが混んでいる 

１匹あたりの面積で比べる考え 

Ａ：６÷９＝0.666… 

Ｃ：５÷８＝0.625 

 答え Ａが混んでいる 

Ａ児 
６÷９＝0.666・・・になるでしょ。（わり切れないから間違って
いると考え不安になりＢ児に意見を求めた。） 

Ｂ児 
ぼくは、９÷６＝1.5、８÷５＝1.6 になりました。○○さんの
は、面積÷匹数になっているでしょう。だから、逆だよ・・。 

【ペアやグループでの学び合いから全体での学び合いへ】 

本時では、全体での学び合いの前に、自由交流での学び合いの時間を設定した。その中で、自分がどのように考え

て何を求めていたのかを伝えている様子が見られた。 

この場面では、混み具合を比べるために、Ａ児は一匹当たりの面積で、Ｂ児は１㎡あたりの匹数で比べるための立式

を行っていた。しかし、この時点の学び合いでは、立式した式が割り切れるかどうかを論点にしており、その式で何を求

めているのか、求めた数値がどのような意味をもっているかを理解することができていなかった。 

ペアやグループでの学び合いは、多くの児童に考えを伝え合ったり、教え合ったりする機会を保証するなど有効な手

立てである。反面、このように、本時のねらいとは、ずれたところで教え合ったり伝え合ったりしている場面も見られる。そ

こで、全体での学び合いの中で、教師が意図的に発問を行い、式の意味や数値の意味について児童に考えさせていく

【手立てⅡ】、【手立てⅢ】を取り入れていくことが大切になってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方について、面積か匹数をそろえて比べる方法を考え、説明している。          
【数学的な考え方】（観察・ノート） 

Ａ：混み具合について、公倍数や単位量当たりの大きさを用いて比べる方法を考え、根拠を示して説明している。 
Ｂ：混み具合について、公倍数や単位量当たりの大きさを用いて比べる方法を考え、Ｃが混んでいることを説明してい 
る。 

●混み具合について、１㎡当たりの匹数を求めさせ、面積が同じときの比較の仕方を、板書を基に説明するように助言
する。 
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・全体交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立てⅡ】 

図や式や言葉を関連付けて考えを表現させる活動  

【手立てⅢ】 

根拠をより明確にし、筋道を立てて考え説明させる

活動 

○発表する児童が、他の児童に質問を行うという形

式で発表し、式や数値の意味について考えさせ

た。 

Ｃ：（式と答えを提示して）Ａは、９÷６＝1.5 に

なります。1.5 の意味は、分かりますか？ 

Ｃ：1.5 は、１㎡にいるうさぎの数だと思います。 

Ｃ：○○さんが言ったことが分かる人は手を挙げて

ください（その後、考えを再現させた）。 

Ｃ：Ｃの式は、どのようになるか分かる人いますか

（Ａの式の立式を基に、Ｃがどのような式にな

るかを他の児童に考えさせた）。 

Ｃ：８÷５で 1.6 になったのだと思います。 

Ｃ：そうです。1.6 の意味が分かる人いますか。 

Ｃ：ぼくは、1.6 は１㎡にいるうさぎの数だと思い

ます。 

Ｃ：どちらの方が混んでいると言えますか？ 

Ｃ：１㎡のうさぎの数が多いＣが混んでいると思い

ます。 

Ｔ：さっきＡもＣも１㎡と出てきたけど、面積をど

うしているのかな。 

Ｃ：同じにしている。 

Ｃ：ぼくは、一匹の面積を出して比べました。どの

ような式を立てて考えているかが分かります

か？ 

Ｃ：Ａは６÷９＝0.666・・・、Ｃは、５÷８＝0.625

だと思います。 

Ｃ：この 0.666…、0.625 何を求めているか分かり

ますか？ 

Ｃ：一匹の使っている面積を求めたのではないかと

思います。 

Ｃ：そうです。そして、面積が小さい方が混んでい

るので、Ｃの方が混んでいます。 

Ｔ：混み具合を比べる際は、結局どのようにしてい

るのかな。 

Ｃ：そろえている。 

【手立てⅢ】  

根拠をより明確にし、筋道を立てて考え説明させ

る活動。 

 本時は、立式した式や求めた数値の意味につい

て考えさせる発問を行い、どのように考えている

か根拠を示しながら説明させた。また、言葉から

どのような式になるかも考えさせた。 

・９÷６が何を求めているか分かりますか？ま

た、求めた数値はどういう意味かが分かります

か？ 

・ＡとＣを求めた式は、面積をどうしているのか

な（１匹の面積で比べる際も同様に発問した）。 

・○○さんが一匹の面積で比べたと言っているけ

ど、どんな式になるか分かりますか？ 

・（共通していることは何かを気付かせるために）

混み具合を比べる際は、結局どのようにしてい

るのかな。同じところはないかな。 

【指導のポイント】 
一匹の面積で混み具合を比べる際は、求
めた数値が小さい方が混んでいるが、児
童は数値が大きい方が混んでいると考え
がちである。このことについても、どち
らが混んでいるのか、それはなぜなのか
言葉や図で表現させたり説明させたりす
ることも大切である。 

検証授業を行った学校では、発表する児

童が、その他の児童に質問を行い、考えさ

せるという手立てが取り入れられている。

この検証授業においての児童の質問は、教

師とのやり取りで教師の意図が入ってい

る。 

  平成27・28年度　授業改善（小学校算数）

佐賀県教育センター実践事例５-4



 

 

 

 

○成果 

 ・「つかむ段階」で、電子黒板を有効に使って身近な生活場面を基にした問題を提示することで、児

童が問題場面をイメージしやすくすることができました。意図的に面積の数値を出さずに問題提示

をしたことで、情報が不足していることに気付き、問題解決に必要な情報を見いだそうとする姿を

引き出すことができました。 

 ・発表者が自分の考えをすべて説明してしまうのではなく、どのように考えたかを他の児童に考えさ

せたり説明させたりすることは、図や式や言葉を関連付けて考えたり、根拠を示しながら自分の考

えを説明したりする力の育成につながりました。 

○課題 

・混み具合を児童にきちんと捉えさせるために、導入の前にプロローグを取り入れました。そのこと

によって、問題場面に不足している情報をすぐに見いだすことができてしまったという面がありま

した。問題解決に必要な情報を見いだす力を育成するために、児童に与える情報と見いださせたい

ことを教材や児童の実態に応じて適切に設定していく必要がありました。 

・根拠を明らかにして説明する力を育成するために、児童に考えさせたいことや説明させたいことの

中身を更に吟味していく必要がありました。そのためにも、教材研究、発問の研究をさらに進めて

いかなければならないと考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

７．本時の学習を振り返り、次時の見通しを

もつ。 

 面積(㎡) 匹数(匹) 

Ｄ ９ １４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習課題を確認し、課題を解決するため

に、どのようなことが大切か児童にキーワードを

出させながらまとめた。 

 

 

 

○Ｄのうさぎ小屋の面積と匹数を提示し、次時は、

ＡとＣとＤの混み具合を一度に比べる方法を考

えることを知らせ、本時のどの考えが有効か、見

通しをもたせて次時への学習意欲を高めた。 

 

 

◆面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方について、公倍数や単位量当たりの大きさを用いて
数値化したり、問題解決に生かそうとしたりしている。  

【算数への関心・意欲・態度】（観察・ノート） 
 
Ａ：面積や匹数が異なる場合の混み具合について、数値化した根拠を明らかにして比べ方を説明し 

ようとしている。 
Ｂ：面積や匹数が異なる場合の混み具合を数値化しようとしている。 
●混み具合について、公倍数や単位量当たりの大きさで、面積や匹数のどちらかでそろえて比べ 
られることに気付かせる。 

面積や匹数が異なる混み具合も、公倍数作戦や、１㎡あたりの数作戦、１匹あたりの数作

戦を使って、面積か匹数のどちらかをそろえると比べることができる。 

検証授業を振り返って 
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